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政
府
も
公
務
員
の
定
年
延
長
の
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
の
詳

細
は
ま
だ
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、
報
道
に
よ
る
と
２
０
２
１
年

度
か
ら
２
～
３
年
に
１
年
ず
つ
定

年
退
職
年
齢
を
引
き
上
げ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
も

見
据
え
て
、
道
教
委
は
異
常
に
低

い
道
立
学
校
職
員
の
「
雇
用
と
年

金
の
接
続
」
を
は
か
る
対
策
を
早

急
に
策
定
す
べ
き
で
す
。

、

、

実
態
を
告
発
し

世
論
に
訴
え

運
動
を
広
げ
て
制
度
改
善
を
実
現

す
る
た
め
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
。

と
っ
て
は
「
義
務
」
で
あ
り
、
雇

「

」

用
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
は

権
利

と
言
え
る
も
の
で
す
。
現
に
道
庁、

を
は
じ
め
多
く
の
公
務
職
場
で
は

「
希
望
す
れ
ば
ほ
ぼ
確
実
に
再
任

用
さ
れ
る
」
状
況
に
あ
り
、
他
県

。

、

の
学
校
で
も
同
様
で
す

し
か
し

、

私
た
ち
が
働
く
道
立
学
校
だ
け
が

全
国
的
に
み
て
も
異
常
に
低
い
再

任
用
率
に
な
っ
て
お
り
、
道
教
委

の
責
任
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

「
雇
用
と
年
金
の
接
続
」
を
確

実
に
は
か
る
た
め
に
は
、
現
在
の

再
任
用
制
度
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０

万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
」
実
行

委
員
会
は
、

日

「
フ
ク
シ
マ
を

、

11

忘
れ
な
い
・
・
・
道
集
会
」
を
札

幌
市
内
か
で
る
２
・
７
を
会
場
に

行
い
ま
し
た
。
こ
の
集
会
に
は
、

高
教
組
合
員
も
含
め
て
、
ロ
ビ
ー

ま
で
あ
ふ
れ
る
７
０
０
名
以
上
の

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会

で
は
、
北
大
名
誉
教
授

の
小
野
有
五
さ
ん
か
ら

「
泊
原
発

再
稼
働
さ

せ
て
は
い

け
な
い
８

つ
の
理
由

」
と
題
し

た
講
演
が

あ
り
ま
し

今
年
度
の
定
年
退
職
者
全
体
に

占
め
る
再
任
用
の
割
合
は
５
０
％

、

（

）

を
割
り
込
み

昨
年

約
６
０
％

よ
り
低
下
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
定
年
退
職
者
の
う
ち
、
再
任

用
を
希
望
し
た
人
が
ど
の
く
ら
い

い
る
か
は
、
道
教
委
が
ま
だ
明
ら

か
に
し
な
い
た
め
不
明
で
す
が
、

近
年
の
再
任
用
の
状
況
を
み
て
、

「
親
の
介
護
で
札
幌
か
ら
離
れ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

「
持
病

」

の
通
院
の
た
め
」
な
ど
の
理
由
で

初
か
ら
再
任
用
を
希
望
し
な
か

っ
た
り
、
希
望
し
て
も
遠
隔
地
し

か
提
示
さ
れ
ず

「
辞
退
」
を
余
儀

、

な
く
さ
れ
た
方
が
相
当
数
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ど
う

し
て
も
再
任
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
情
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
や

十
勝
へ
の
単
身
赴
任
を
決
断
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
人
も
い
ま
す
。

道
教
委
は
、
そ
う
し
た
実
態
を
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
閉
じ
込

め
ず
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。

今
年
の
定
年
退
職
か
ら
年
金
一

部
支
給
開
始
ま
で
３
年
と
な
り
、

再
任
用
を
継
続
せ
ざ
る
を
え
な
い

人
が
増
え
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

す
で
に
退
職
し
て
再
任
用
し
て
い

る
方
の
再
任
用
継
続
率
も
や
や
低

（

）

。

下

８
０
％
前
後

し
て
い
ま
す

こ
の
先
も
再
任
用
対
象
者
は
さ

ら
に
増
加
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
は
再
任

用
を
定
数
外
に
す
る
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
善
後
策
と
し
て
文
科

省
通
知

Ｈ

・
４
・
４

は

各

（

）

「
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都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て

は

・
・
・
短
時
間
勤
務
（
ハ
ー
フ

、
な
ど
）
再
任
用
教
職
員
に
つ
い
て

は
・
・
・
標
準
定
数
に
換
算
す
る

か
ど
う
か
は
判
断
さ
れ
た
い
」
と

定
数
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
道
教
委
は
、
こ
う
し
た
措
置
も

活
用
せ
ず
、
例
年
通
り
「
一
般
人

事
と
同
様
」
の
再
任
用
人
事
を
お

こ
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
般
人
事
と
同
様
と
い
う
な
ら
、

１
年
ご
と
に
職
場
が
変
わ
る
人
事

な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
再
任
用
制
度
は
、
年

金
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
も
と
で

「
雇
用
と
年
金

、

の
接
続
」
を
は
か
る
た
め
に
導
入

さ
れ
た
制
度
で
、
雇
用
す
る
側
に

３
月
９
日
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
人
事
内
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
高
教

組
札
幌
支
部
は
特
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
再
任
用
の
状
況
に

つ
い
て
、
石
狩
管
内
の
高
校
に
つ
い
て
独
自
に
集
計
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
速
報
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
。
そ
の
理
由
と
は
、
①
泊
原
発

無
し
で
も
電
力
は
足
り
て
い
る
、

②
原
発
の
コ
ス
ト
は
こ
ん
な
に
高

か
っ
た
、
③
過
度
な
原
発
依
存
か、

ら
脱
却
し
た
経
営
の
変
革
が
必
要

「

」

④
泊
原
発
敷
地
内
に
は

活
断
層

・
北
電
の
説
明
に
は
、
根
本
的
な

誤
り
が
あ
る
、
⑤
積
丹
半
島
海
岸

地
形
は
「
地
震
性
隆
起

、
⑥
ニ
セ

」

コ
火
山
群
か
ら
の
火
砕
流
も
、
⑦

事
故
の
時
、
ホ
ン
ト
に
避
難
で
き

ま
す
か
？
札
幌
は
風
下
だ
、
⑧
危

険
な
核
の
ゴ
ミ
、

万
年
も
管
理

10

で
き
ま
す
か
？
等
々
、
と
て
も
説

得
力
の
あ
る
お
話
で
し
た
。

集
会
の
後
、
参
加
者
は
大
通
西

４
ま
で
、
デ
モ
パ
レ
ー
ド
を
し
、

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
の
思
い
を

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

池
田
（
宮
下
）
幸
子

真
駒
内
養
護
学
校
分
会
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今
年
の
高
校
入
試
の
社
会
科
の
問

題
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
地
理
分
野
に
は
よ
く
あ
る
時

差
を
問
う
問
題
で
す
。
日
本
企
業
の

海
外
各
都
市
で
の
営
業
時
間
を
計
算

さ
せ
る
と
い
う
、
い
か
に
も
学
習
指

導
要
領
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

「
活

」

用
力
」
な
ど
を
意
識
し
た
「
力
作
」

と
道
教
委
は
考
え
た
の
で
し
ょ
う

か
？
道
教
委
は
ミ
ス
に
つ
い
て
謝
罪

し

「
単
純
な
足
し
算
と
引
き
算
の

、
と
り
違
い
」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
そ
の
説
明
は
明
ら
か
に
違

い
ま
す
。

問
題
の
グ
ラ
フ
を
一
見
す
れ
ば
、

東
京
よ
り
モ
ス
ク
ワ
の
方
が
時
刻
が

し
ろ
に
し
た
操
作
主
義
で
す
。

学
習
指
導
要
領
に
あ
わ
せ
て
、
い

か
に
も
「
新
し
い
問
題
」
を
作
成
し

た
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
が
、
そ
こ
に
は
「
子
ど
も
が
地
球

の
自
転
と
の
関
係
で
時
差
を
ど
う
理

解
す
る
か
」
と
い
う
視
点
が
欠
如
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
出
題
ミ
ス
は
、
学
習
指
導

要
領
を
金
科
玉
条
に
し
て
、
子
ど
も

の
視
点
を
忘
れ
た
教
育
の
姿
を
象
徴

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

初
任
校
で
鉄
筆
と
ガ
リ
版
を
貰

っ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で

年
が

40

経
つ
。

そ
の
Ｔ
校
は
、
随
分
前
に
廃
校

に
な
っ
た
が
、
私
の
『
教
育
の
原

』

。

、

点

に
な
っ
た

当
時
の
先
輩
は

歳
の
私
を
教
育
者
と
し
て
一
人

20前
に
な
る
よ
う
に
、
休
日
も
様
々

な
研
究
会
や
組
合
活
動
の
場
へ
同

行
さ
せ
て
く
れ
た
。
正
直
、
諸
先

輩
の
話
は
難
し
く
、
仕
方
が
な
く

付
い
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

、

、

今
で
は

そ
れ
が
肥
や
し
に
な
り

根
っ
こ
に
な
っ
た
と
思
う
。
諸
先

輩
達
に
大
感
謝
。

初
転
勤
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側

に
開
校
し
た
Ｍ
校
。
経
験
も
年
齢

も
違
う
教
職
員
が
同
じ
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
ち
、
学
校
づ
く
り
を

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
仕
事

に
没
頭
し
、
濃
密
な
時
間
を
共
有

し
た
。
周
り
の
こ
と
が
見
え
ず
、

他
の
学
校
の
こ
と
が
知
り
た
く
な

り
、
数
名
の
若
い
仲
間
と
恐
々
と

Ｈ
組
合
Ｍ
分
会
を
結
成
。
そ
の
後

は
、
数
名
の
仲
間
で
Ｂ
校
で
高
教

組
Ｂ
分
会
や
Ｓ
校
で
も
Ｓ
分
会
を

結
成
し
た
。

Ｙ
校
で
は
、
学
校
と
病
院
が
廊

下
で
繋
が
り
、
他
校
で
は
ま
だ
併

設
さ
れ
て
い
な
い
高
等
部
が
先
行

し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚

。

、

、

い
た

ま
た

転
勤
し
た
当
時
は

在
籍
中
に
亡
く
な
る
生
徒
も
少
な

く
な
く
、
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ

や
命
の
大
切
さ
を
目
の
当
た
り
に

、

。

し

教
師
と
し
て
転
機
と
な
っ
た

そ
の
後
、
Ｂ
校
で
、
高
等
部
進

学
を
希
望
す
る
保
護
者
や
子
ど
も

た
ち
と
出
会
い

「
希
望
す
る
す

、

べ
て
の
子
を
高
等
部
へ
『
春
風
』

の
会
」
を
結
成
。
難
航
し
た
が
、

９
年
目
に
し
て
、
よ
う
や
く
併
設

の
高
等
部
が
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
た
。後

に
、
子
ど
も
た
ち
や
様
々

な
人
た
ち
と
の
出
会
い
に
感
謝
し

た
い
。

先
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
誤
り
に
気

づ
く
は
ず
で
す
。
地
球
が
西
か
ら
東

に
自
転
し
、
太
平
洋
上
の
日
付
変
更

線
か
ら
西
に
向
か
っ
て
時
刻
が
進
行

「

」

し
て
い
く
と
い
う

基
本
中
の
基
本

を
理
解
し
て
い
れ
ば
わ
か
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
「
足
し
算
引
き
算
」
の

問
題
に
す
る
の
は
、
原
理
を
な
い
が
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教職員のみなさんへのアピール

高教組がとりくむ課題は、あなたの課題でもあるのではないでしょうか？

ともに、子どもたちが大切にされる学校・働きやすい職場づくりをすすめましょう！

今、皆さんが職場で感じている問題意識は何でしょう？

学校によって事情はさまざまでしょうが、超多忙な働き方や退職金の削減など労働条件の改悪、学

校の裁量権を奪う上意下達の学校運営など 「もっと他にやるべきことがあるはず！」と政府や道教委、

に日々憤りを感じている人がほとんどではないでしょうか。道教委が実施している「 ストレスチェッ『

ク』そのものがストレス」という笑えない現実にどう向き合っていますか？

皆さんの学校の職員会議は活発ですか？「どうせ意見を言っても何も変わらないから」と無風の会

議の職場が多いとも言われています。たとえ多くの教職員がさまざまな角度から意見を述べても、結局

は管理職の意向の通りの結論に終わる。何も言わないのと同じ会議になっていませんか。私たち教職員

の仕事は本来、創造的でやりがいのある仕事のはずです 「主体的・対話的で深い学び」は生徒だけで。

なく、私たち教職員にも必要とされているのではないでしょうか。

今、職場が抱えている問題は多岐にわたり、私たち高教組の中でもまだまだ論議の最中の課題は多く

あります。例えば何を業務削減の対象とするか。部活動か、分掌の仕事か。勤務時間の把握方法はどの

ような手段が良いか。焦眉の課題です。

しかし、私たちは、個人の意見が通らないからこそ、それをまとめる組合を作ったのです 「おかし。

い」と思っていることを改善するため、知らねばならないことを学ぶため、一人では身動きできない現

実を打開するためです。

今、高教組は人数が減ってきて、教育行政が職場にかける圧力が強まってきています。高教組はそ

「 」 、 、 。んな皆さんの 思い を持ち寄って活発に討議し 練り上げ 明らかな不条理に対抗する労働組合です

自分たちと、教え子たちも含めた日本の働く人々の生活を守るため、よい教育を行うため、そして、そ

の前提となる平和と民主主義を守るために活動することを目的としています。

今、吉野源三郎の『君たちはどう生きるか』の漫画版が爆発的に売れているといいます。なぜでし

ょうか？その一節に貧困問題をとりあげ 「世の中は働く人々によって支えられている」とおじさんが、

コペル君に教え 「学問を修め、人類がまだ解決できていない問題のために力を尽くすべき」と語る場、

面があります。

今の日本と世界はどうでしょう？今年中にも憲法９条の改憲発議が狙われています。１９５２年に

高知の中学教員だった竹本源治が発表した「戦死せる教え児よ」という一文をご存じでしょうか。私た

ちが大切にしている「教え子を再び戦場に送るな」というスローガンの原点です。その冒頭「逝いて還

らぬ教え児よ 私の手は血まみれだ！ 君を 縊ったその綱の端を私も持っていた。しかも人の子縊く び( )
くび

の師の名において」と、教育が戦争に利用されたことへの痛苦の思いを吐露しています。今、改憲の動

きを黙って見ていることができるでしょうか。

高教組がとりくむ課題は組合だけのものではありません。あなたの課題でもあるのではないでしょ

うか？

あなたの高教組への加入を心からよびかけます。

２０１８年２月１７日

道高教組札幌支部 第７９回定期大会
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大
会
終
了
後
に
は
、
今
年
度
で
退

職
す
る
組
合
員
を
「
囲
む
集
い
」
が

催
さ
れ
、
お
酒
も
入
っ
て
楽
し
く
歓

談
し
な
が
ら
、
退
職
者
の
経
験
談
と

熱
い
思
い
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

３
月
３
・
４
日
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
ひ
ら
か
れ
た
本
部
定
期
大
会

は
、
前
日
の
暴
風
雪
に
よ
る
交
通
障

害
で
道
東
方
面
か
ら
参
加
す
る
代
議

員
の
大
半
が
到
着
で
き
な
い
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
十

勝
か
ら
車
で
９
時
間
以
上
か
け
て
１

日
目
の
日
程
終
了
後
に
駆
け
つ
け
た

代
議
員
も
い
ま
し
た
。

大
会
の
討
論
は

「
卒
業
を
前
に

、

し
た
生
徒
た
ち
に
高
校
生
活
の
思
い

出
を
綴
ら
せ
る
と
、
部
活
が
大
半
と

こ
た
え
、
授
業
で
の
学
び
を
思
い
出

と
す
る
生
徒
は
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ

か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
や

「
学

、

習
指
導
要
領
を
乗
り
越
え
る
と
い
う

方
針
を
具
体
的
に
す
す
め
る
た
め
に

」

、

何
が
必
要
か
？

と
い
う
問
題
提
起

事
務
職
員
部
か
ら
は
「
未
納
生
徒
の

２
月

日
に
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行
わ
れ
た
札
幌

支
部
定
期
大
会

で
は
、
時
数
確

保
を
至
上
命
題

に
す
る
体
制
の

も
と
で
、
８
時

９
時
ま
で
帰
れ

な
い
人
が
い
る

過
密
労
働
の
実

態
が
報
告
さ
れ

た
ほ
か
、
よ
う
や
く
、
そ
れ
を
見
直

す
動
き
が
起
き
て
き
た
学
校
の
様
子

や
、
粘
り
強
く
職
場
新
聞
を
発
行
し

続
け
、
若
い
人
の
視
点
を
大
事
に
し

て
記
事
を
書
い
て
い
る
奮
闘
の
様
子

も
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
か
ら
は
、

校
舎
の
狭
隘
化
・
老
朽
化
が
一
層
進

行
し
て
い
る
実
態
や
、
厳
罰
主
義
が

持
ち
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
危

機
感
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
を
先
生
方
に
相
談
す

る
と
『
そ
れ
は
事
務
の
問

題
で
し
ょ
』
と
い
う
反
応

は
か
つ
て
は
な
か
っ
た
。

組
合
員
の
減
少
傾
向
が
影

響
し
て
い
る
」
と
い
う
厳

し
い
指
摘
も
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
教
職
員
の
働
き

方
に
関
し
て
も
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
、
再
任
用
制

度
の
矛
盾
を
告
発
す
る
発

言
や
、
免
許
更
新
制
の
影

響
で
産
休
代
替
が
見
つ
け

に
く
く
な
っ
て
い
る
実
態

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
２

日
目
の
討
論
で
は
、
２
０

代
３
０
代
の
若
い
代
議
員

が
、
み
ず
か
ら
の
組
合
加

入
の
理
由
や
、
も
っ
と
若

い
仲
間
と
つ
な
が
り
た
い

と
い
う
思
い
を
熱
く
語
り

ま
し
た
。

大
会
は
新
し
い
執
行
部

を
選
出
し
、

後
に
尾
張

新
委
員
長
（
有
朋
高
校
）

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
決

意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
を
も
っ

て
、
長
年
札
幌
支
部
・
本

部
の
専
従
役
員
と
し
て
活

動
を
支
え
て
き
た
柳
悌
二

さ
ん
が
退
任
し
、
北
村
亮

一
さ
ん
が
そ
の
後
任
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

年度 高教組札幌支部役員2018
新
年
度

札
幌
支
部
役
員

支
部
長

桑
原
岳
夫

手
稲
養
護

副
支
部
長

〃

東
商
業

野
村
健
治

有
朋

熊
木
啓
二

江
別

野
上
徹
哉

書
記
長

丘
珠

丸
山

稔

支
部

北
村
亮
一

書
記
次
長

〃

恵
庭
北

道
端
剛
樹

白
石

鈴
木
邦
彦

執
行
委
員

〃

稲
雲

福
士
直
尚

〃

札
南

伊
藤
仁
志

〃

南
陵

平
井

拓

〃

伏
見

谷
代
晃
子

〃

有
朋

木
村
栄
二
朗

〃

石
狩
南

三
瓶
裕
之

〃

高
橋
理
恵

石
狩
翔
陽

〃

恵
庭
北

赤
石
真
人

〃

恵
庭
南

中
野

誓

〃

北
広
西

酒
井
伸
一

〃

西
島
智
子

新
篠
津
高
養琴

工

本
間
康
子

女
性
部
長

札
工

石
渡
和
広

実
習
教
員
部
長

東
陵

角
谷
哲
司

現
業
職
員
部
長

有
朋

鈴
木
孝
幸

定
通
部
長

伏
見

小
林
勢
子

障
害
児
学
校
部
長

小
笠
原
洋
志

青
年
部
長

札
南

小
馬
谷
生
実

養
護
教
員
部
長

千
歳

鴇
田
陽
子

事
務
職
員
部
長

南
陵

会
計
監
査
委
員

琴
工

伊
藤
政
伸

稲
雲

鈴
木
克
幸

中
央
委
員

桑
原
岳
夫

手
稲
養
護

丘

珠

丸
山

稔

高
教
組
は
分
会
か
ら
の
代
議
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
支
部
大
会
と
、
支
部
が
選
出
し
た
代

議
員
に
よ
る
本
部
大
会
で
活
動
方
針
と
役
員
を

決
定
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
札
幌
支
部
定
期
大

会
、
本
部
定
期
大
会
が
、
こ
の
間
、
相
次
い
で

。

。

ひ
ら
か
れ
ま
し
た

そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す




